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VIBRAMレディスの需
要が増えてきた

CMCペイントはすべてハンドメイド

NATHALIEで企画販
売しているPaoloさん

FONTANELLA秋冬はウールが定番 革の輸出販売をしているケニアのヤッシ
ンさん（左）とウガンダのアリさん（右）

Heel&Sole
●「Conceria Nathalie」
　Paolo Bendinelliさんの
　コメント

オリジナルで要望に
応えている

●世界市場に進出するアフリカ・タンナー

10ヵ国から出展、2年ごとの展示会も主催
　リネアペッレ会場の一角に、通常のパビリオンとは違ったブースで革を
展示しているところがあった。ロシアやアラブなど普段なじみの薄い国が
多く、その中で、スタンドの数が一番多かったアフリカのタンナーをのぞ
いてみた。今回、アフリカからは10ヵ国のタンナーが出展していた。
　ウガンダの革をハイドはすべて中国に、ゴートとシープはイタリアに輸
出販売しているアリさんは、「中国との商売は銀行の問題があり、香港の
代理店を通している。お客さんの顔がわからないので出来ればダイレクト

Non Leather

に商売をしたいのだが。もちろん日本
とも商売をしたい」と語っていた。
　アフリカでは98年から2年置きにレ
ザーフェアが各国持ち回りで開催して
いる。南アフリカ、モロッコ、チュニ
ジアに続き、04年は10月2～6日の
日程でエチオピアで開催される。各国
にタンナーはあり、主なところではエ
チオピア21社、ケニア14社、ウガン
ダ3社という。
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り、サンプル帳も全種類そろえて
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ている。こういった努力の影で、
簡単に我々の作ったものをコピー
するところに憤りを感じる。最近
は中国でのコピーが非常に多
い」。
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インポート商品は仕上げが違う

FONTANELLA表面にナイロンを張っ
ている

ANTIBAよりやわらかく仕上げられた
型押しレザー

●日本人来場者の反応

ユーロ高とロットの問題で扱いにくい
　この展示会に来場している日本人は多いが、ほとん
どが情報収集で買い付け目的という業者は年々少なく
なっている。その背景には、“価格の問題”が非常に
大きい。
　「ユーロに移行してから価格が高くなっており、4
年前は１デシ日本円で50円だった革が、今は80円、
90円、物によっては倍以上になっている。展示会で
発注した時点から、相場が変わって利益どころかマイ
ナスになってしまうケースもある。インポートを定番
で流せるものは少
なく、変わったも
のはまとまらない
ので、だんだんイ
ンポートレザーを
扱うのが難しくな
っている」と、あ
る日本の革卸業者
はコメントしてい
る。
　こういった状況
であれば、逆に日
本のタンナーはチ
ャンスだといえ
る。イタリアのタ
ンナーに劣らない
企画力があれば、
充分ビジネスにな
るはずなのだが。
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